
岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（1） 

（２）活動報告とよく分かるかるたドライブに対応                                                  の裏 

二枚目は、当会の活動報告とかるたドライブの説明になります。 

 

２００８年ごろ、有志が何となくあつまり結成され、 

全国的に里と町の生活環境のバランスが崩れている中、 

岩国ブランドの活性化や地域コミュニティーの再生といった、 

「福地化」の一助になる活動を始めました。 

 

その活動の取っ掛かりは、「大人の社会見学」と称して、 

合併で拡大した市内を巡ったり、近隣の先進地に出向いたりしました。 

 

それが朝市の見学や、庄原市バイオマスタウン視察だったりです。 

また、岩国の食文化にも注目し、レンコンレシピの試食会もしました。 

 

その中、思った以上に、岩国にも地域のお宝があることに気付き、 

他の企画で実績のあった、「THT26◆ゲーム旅」を応用した、 

岩国かるたドライブを、試走会やプレ大会を実施しながら、 

ノウハウの蓄積を行っています。 

 

その概要は、「よく分かる！岩国かるたドライブ！」で説明すると、 

１）受付でマップと問題を受け取り、ルール説明等のブリーフィングの

後、整列して一分間隔でスタート。 

２）お宝クイズポイントは２６箇所あり、最低でも８箇所、順番は任意

で巡りながら、現場で答えを探します。 

３）途中、買い物ゲームや、試食ゲームなどの、タスクも行いながら、制

限時間内に、フィニッシュへ！ 

４）フィニッシュでは、解答集計用紙を清書して提出し、集計後判明す

るレアポイントの得点合計で三賞がもらえるという流れです！ 

要は、地図を使った変形のオリエンテーリングです。 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（2） 

（３）トレジャーマップと問題・解答用紙に対応                                                   の裏 

三枚目は、その、トレジャーマップと、問題＆解答用紙になります。 

 

これは、２０１８年の明治維新１５０周年応援企画として実施した 

毛利チャレンジ２０１８の岩国会場のもので、 

通津・由宇エリアで行ったものです。 

 

その時は、岩国以外に、 

田布施町、美祢市、 

長門市、萩市、 

防府市、下関市、でも行っています。 

 

因みに、「THT26◆自転車さんぽ」は、２００５年頃に始まり 

全国展開をしている企画で、 

それを応用していると言うことで、 

道路使用に関しては、その調整段階で、各地の警察と何度もやり取りし

ていて、色々な意味で追認されています。 

 

但し、自転車だと、体力の問題や、天候の問題があり、 

自働車だと、ドライバー1 人で、親子三代での参加も可能で、 

さらに、買い物ゲームをしても、荷物が積めると言うメリットがありま

す。 

 

 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（3） 

（４）過去チラシに対応                                                              の裏 

 

4 枚目は、 

14 年 8 月の「夏かるた」と 

16 年 17 年シーズンの「お宝かるた＠くるっと岩国」のチラシです。 

 

夏かるたは、山口きらめき財団の助成を受け、 

くるっと岩国は、夢はぐの助成の 2 回目として実施です。 

 

夏かるたは、ドライブバージョンの可能性を探って、周防大島へ足を延

ばして実施し、かなりのノウハウを蓄積できました！ 

 

くるっと岩国は、バスバージョンで実施していますが、実は、明治維新

150 周年応援企画のアイドリング編として、応援企画を行う場合の、移

動手段の検証的な意味で実施したものです。 

 

但し、公共交通を使った企画は、時刻表を、それ用に新たに作らなくて

はならず、その手間が大変なのと、バスの本数問題があって、残念なが

らという結果です。 

 

 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（4） 

（５）岩国市への提言に対応                                                            の裏 

 

5 枚目は、その明治維新 150 周年応援企画・毛利チャレンジの終了後に、

岩国市や山口県に提案した資料です。 

 

２０１９年 2 月の岩国市への提言では、石橋を叩いても渡らない岩国に

対し、サイクル県やまぐちとの連携や、岩国里の駅との立体企画、そし

て国の推進する自転車活用推進計画へのアプローチなどを訴えています。 

 

また、２０１９年１１月の「岩国市への提言・第二弾／山口県への報連

相」は、「やましろフュージョン」の提案として、「羅漢トレイルフェス

ティバル」「山代街道ファミリーアドベンチャーゲームズ」「やましろ

MTB ツアーズ」「山代かるたドライブ」などを提案。 

 

それらを微調整しながら、具体化を進めている最中に、コロナ禍に見舞

われ、それらの中から今回の「ワンダリング Z 山代」の抽出に至ったと

いう経緯です。 

 

前段が長くてスミマセン！ 

 

 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（5） 

（６）カテゴリー別チラシとエリアマップに対応                                                   の裏 

 

6 枚目にして、やっと、今回のチラシです。 

とは言え、カテゴリー別に 4 種類あります。 

 

上左は、 

共通バージョンで、セルフ参加のイメージを前面にしています。 

 

上右は、 

親子で行くバス＆清流線のゲーム旅で、このチラシを、市内の小中学校

の児童生徒に配布しています。 

 

下左は、 

タイトルは岩国かるたドライブとなっていますが、みなとオアシスゆう

をスタートに、地図も兼用する、モトツーリングとの兼用になっていま

す。 

掲載しているエリアマップ案は、そのモト＆カーのもので、岩国里の駅・

全１２カ所を巡るように設定しており、この企画の特徴である、点を線

で結び、面を表現するを、しっかりと表しています。 

 

そして下右は、 

錦総合支所に集合し、スタート直後に、とことこトレインの光るトンネ

ルに向かう、自転車さんぽです。ただ、ロングのサイクルトレジャー、

ショートのポタリングトレジャーは、別々のマップと問題になっていま

す。 

 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（6） 

（７）申請時の事業計画と役割分担に対応                                                      の裏 

 

7 枚目は、申請時の事業計画と、現在準備中の役割分担表です。 

 

コロナ禍の収束が見えない中、 

参加者の交歓の場を目的にした企画の断念も考えたのですが、 

事業計画にあった、 

フィニッシュ地点でのグルメタスクや表彰式を諦め、 

松竹梅流れ解散＆二段階表彰としました。 

それは、 

セルフスタートの導入と、フィニッシュでの松竹梅抽選会と、 

全体集計の後日発表という形のことです。 

 

そのセルフスタートは、 

新岩国駅のコンビニで、マルチコピー機からマップと問題を入手し、 

移動手段は任意にお宝クイズポイントを巡り、 

フィニッシュのやましろ商工会本所の入る、 

旧河山小学校に設置のポストに解答提出用紙を投函するものです。 

 

また松竹梅方式は、言葉で説明するとややこしいのですが、 

解答提出用紙の選択欄を活用したもので、 

各自が選択したお宝クイズポイントと、 

スタッフが予め選択したポイントの重なりの数で、 

松竹梅に分けられた、参加賞が選べるというものです。 

 

そして二段階表彰は、 

セルフ参加も含めた全体集計からの三賞や飛び賞、 

そして、カテゴリー毎の最上位を表彰するもので、 

結果はネットで発表し、山代福袋は後日発送となります。 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（7） 

（８）小中学校への案内とまとめに対応                                                       の裏 

 

以上のように、3 月１４日に向け、まだ、準備中であり、 

小中学校へも案内文を添えて、配布をお願いしたばかりです。 

そこでまとめとして、その案内文の一部を引用して。。。 

 

ネーミングの「かるた」は、 

最初に「岩国郷土かるた」からと説明しましたが、 

「ワンダリングＺ山代」の「ワンダリング」は、 

錦川や山代の山道をイメージした、 

蛇行やくねくねや彷徨うを意味する「Wandering」から、 

そして「Ｚ」は、 

切り替え、乗り換えを意味する「Zapping」から取ったもので、 

山代のお宝再発見に最適な移動手段を見つける、と言う、 

今回の目的を表しています。 

 

また、当会の活動方針「福地化の模索」は、 

生まれ育った地域の歴史や地理をフィールドワークで学ぶこと、 

言い換えるなら「走る、見る、食べる、学ぶ！岩国かるたドライブ」で、 

岩国を丸ごと遊びながら、 

誇れる地域のお宝を再認識することも方法のひとつと考えています。 

 

「公共交通」「オートバイ」「自動車」「自転車」と、 

移動手段は様々ですが、 

山代のお宝探しに最適な移動手段を見つける、 

年齢性別移動手段不問で楽しめ、 

誰にでも表彰のチャンスがある、ワンダリング Z に、ご参加下さい。 

 

ありがとうございました。 

  



岩国かるたドライブ Plus2021／ワンダリングＺ山代（8） 

（１）表紙に対応                                                                 の裏 

 

いわくに研究会企画担当の石丸です。 

宜しくお願いします。 

 

今回ご紹介する「ワンダリングＺ山代」は、そこに至るまでの経緯も含

め、要素が多いので紙芝居方式で説明します。 

 

それはこの表紙でも分かるように、 

当会が何を研究しているのか？ 

何でかるたドライブというのか？ 

 

また、今回のワンダリング Z 山代のネーミングや、 

そのカテゴリーが「公共交通」「オートバイ」「自動車」「自転車」と 

複数プラスされていることなど、が、あるからです。 

 

その中からひとつだけ、 

岩国かるたドライブの「かるた」は、 

こじつけで、《「か」まど・モバイ「ル」・「た」んけん》としていますが、 

産物や歴史を詠み込んだ「岩国郷土かるた」からのネーミングです。 

 

この表紙にある「む」のかるたは、「昔の産物、紙に綿に蝋」です。 

 

 

 


